
 
「独占禁止法改正」講演と討論会  

 
 
 
 
 
 
 
 

日時；３月２７日（木）午後６時半～８時半 
会場；主婦会館プラザエフ４階「シャトレ」（JR 四ツ谷・麹町出口） 
※資料代 ５００円 

 

「独占禁止法一部改正法案」が今国会に提出されました。200５年の「大改正」時

の附則「…この法律の施行後二年以内に、新法の施行の状況、社会経済情勢の変化等

を勘案し、課徴金に係る制度の在り方、審判手続の在り方等について検討を加え…」

にもとづいて検討され、まとめられたものです。 
「改正法案」は、課徴金の対象行為が大きく拡大され、排除型私的独占や不当表示､

再販売価格の拘束、優越的地位の濫用にまで及んでおり、消費者の利益を守る制度と

して大きく前進したものになっています。「不当廉売」についても“くり返し”条件

がつき、対象がより明確になりました。 
大きな争点となった「審判制度」については、今法案には盛り込まれず、附則に「１

年間先送り」とする表現となりました。「全面的見直し」検討をすすめ、来年度の通

常国会に再度改正案が提出されます。 
講演と討論会では、「改正法案」の内容を学ぶとともに、現在すすめられている“消

費者主体の行政組織の見直し”において独占禁止法がどのような意義や役割を持って

いるのか、また今後の「審判制度」論議について学び、考えあいます。 
 

【会の進行と内容】 
６:３０～ 報告「独禁法改正法案について」 
       岩成 博夫氏（公正取引委員会） 
     講演「独禁法改正と消費者の利益」 

講師；根岸 哲 氏（甲南大学法科大学院教授） 
 ７:３０～ ディスカッション  ＊進行役；全国消団連 
       根岸 哲 氏 
       岩成 博夫氏 
     ★会場からも意見をいただきながら進めます 

 
【申し込み・お問い合わせ】 
   お名前、団体名をファックス・電話・E メールでご連絡ください。 
 全国消費者団体連絡会  

電話 ０３-５２１６-６０２４ FAX ０３-５２１６-６０３６ 

E メール webmaster@shodanren.gr.jp    担当事務局 阿南・高野 
 

参加登録  お名前            団体名                


